
第５号案件調査報告書及び県教育委員会のこれまでの対応（概要）

１ 調査報告書の概要
〇 本事案の主たる要因は、部活動における教員の指導を主たる契機とする死亡事案
（いわゆる「指導死」）と判断。

〇 以下の３点について提言。

Ⅰ 部活動指導者の責務

令和６年６月に県立高等学校の生徒が自死したことについて、令和８年４月に、新潟県
いじめ防止対策等に関する委員会から、県教育委員会へ調査報告書が提出された。

Ⅰ 部活動指導者の責務 Ⅱ 学校のガバナンス Ⅲ 相談体制の整備

◇権威主義的構造の自覚と「心理
   的安全性」の確保
◇人格形成支援の誤謬と自己経験
   の絶対化の否定
◇生徒の尊厳を蹂躙する言動の排
   除
◇「個人の内面」に依存しない集団
   的監視体制の構築

◇運動部活動における構造的リス
   クの自覚及び学校の管理責任
◇実効性のある複数顧問制の確立
◇管理職によるマネジメントの重要
   性
◇当該校の特異性の改善、県教委
   によるガイドライン遵守の検証、
◇緊急時の連絡体制

◇不適切指導の認識の周知
◇生徒が安心して相談できる相談
   体制
◇生徒の抱えるトラウマのケア及
   び心理教育の場の提供

２ 県教育委員会のこれまでの対応
４月 県教育委員会緊急メッセージ（YouTube）配信
５月 臨時校長研修会開催 県高等学校総合体育大会各競技大会における顧問への指導

部活動指導に関する実態調査（生徒・保護者対象）実施

⇒ 調査報告書の提言と実態調査結果を踏まえ、再発防止の取組を検討
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